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超　新　星　と　は

ヰルソン山天文憂　］M・L・ハマソン

　星に親しむ者は年々誰しも一般に星が本質的には光夏も位置も一定のもので

あるとの事實の印象を受ける．然し乍ら時折明らかに「新星」が忽然と天零に

現はれて，時には最も明るい恒星に匹敵する明るさに達する．之等の新星EPち

途にはノヴァは敏嘉定乃至数ケ月に亘って輝き績けるが，共後は漸次光度が落

ちて，爆獲前程の淡いものとなる．第12世紀の初期以來5個の明るい新星が我

が銀河系に現はれた．之等の内，最も槻物だつたのは｝・座新星（1918年）で，シ

リウスを除けば他の恒星を凡て凌ぐ明さであった．比較的に少敷の肉眼的新星

の外に，我が銀河には肉眼では護見出來ない微光星ではあるが，年k　10個乃至

12個の新星が現はれるものと推定されて居る．

　普通の新星と超新星としてパ1デ及びツヰキ1の爾氏Ic依って最近匪別され

たものに，新星の二つの定められた型がある。慮れ迄普通新星として分類され

て居たものでは，、我が銀河系に属して居たので，屡々「銀河新星」と呼ばれて居

る．新星は又他の星系に現はれるもので，例へばアンドロメ座星霧は有名で，

最近に記録されたものでも100個以上に及んで居る．ハブル博士の推定に擦れ

ばアンドロメ星霧に現はれる普通新星の頻出度は1年lc約30個であっ七，之は

我が銀河系のと全く等しい．

　「超新星」は普通新星よりも多少頻出度が多く，接頭語が示す様に，本來は普

通新星より何倍も明るい．バ1デ博士及びツヰキ1教授の推定に擦れば，現在

の挙国上の誰明が許す限りに於ては，一つの渦状星霧は数世紀に1度1個日超新

星を産むものと期待出來る．役立つ凡ての記録を基とした，有史以西の我が銀

河系の唯一の新星は恐らく超新星として分類される事が鐸る．之は異域に明る

かった1572年の新星（テヒヨ・ブラへの新星）で，最：大光輝の時は金星よりも明

るく寳間も容易に認められた．然し乍ら其の距離が分らないので，此の星を超

新星として分類するのはやN不確實である．又之は只我々の瞬く近隣で耀いた

が爲に明るく思はれたのかも知れない．

　超新星の本統の記録は1885年にアンドロメ星座の中心附近に現はれた新星を

以て嗜矢とする．此の超新星の最大光輝は肉限で見える最も淡い星より1等級

劣るだけであった．此の星座に斯様な新星が現はれたのは何ういふ意味である

のか，瞬時考察して見よう．アンドロメ星座までの距離はハブル氏の推定に依

れば80萬光年である．此の距離では星霧に現はれる普通新星の準均光度は約

17．0等級である．假りに此の距離因藪を認めるとすれば，其の本來の手均最大
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光度は我が太陽の2萬倍に當るから，之は三星系の最も明るい星の明るさと匹

敵するものである．其故に1885年の超新星は李均の普通新星及び輝星より1萬

倍も明るい事になる．二丁，超新星の現はれた三星系（二二）の全艦の明るさと

大忌同じ程の明るさであった．假りに止ヒの超新星が我が銀河系に出現したとす

れば其の明るさは如何であらうか？　之をシリウス星の距離（9光年）に置けば

満月よりも100倍も明るく見える筈である．300光年の距離でも尚ほ金星よりも

100倍明るい星に見える．太陽と之とを比較すると，之れの本四の最大光輝は

太陽の約1億倍もあり，1月の間には最大光輝の時及び近くでは我が太陽が1千

萬年に輻射すると同じ丈の光を輻射する昔である．

　記録されて居る多く超新星は（約14個），少激の例外はあるが，天二二眞で獲

明される以前或は大望遠鏡や速い爲眞レンズの到來以前に出現し，泊失して二

つた．此の光度曲線を研究し，分光器的観測を得る爲に，新星が乱獲する時に

眞近く二見されるとすれば重要な事である．数世紀の間に銀河系で唯一の超新

星を期待出來るとして，其の場所は我が銀河系内ではなくて，一つの乾板に500

以上の星霧が撮れる乙女座星團の杁な二二（星系）の三二であるのは明白であ

る．斯ういふ意圖の下に乙女星冷温は過去数ケ年間にヰルソン天：文峯及びカル

フオニや工二院に於てはツヰキ1氏が規則的に槻測を行って來た、

　此の研究の最初の牧穫は乙女座星團のメンバーである渦状星霧NGC　4273に

1936年の一月に超新星が護見された．止ヒの新星はヰルソン山天文皇の10吋屈折

鏡で撮った濡鼠にエドウィン・ハブル博士とグレン・ム1ア氏が二見したもので

ある．1936年一月21日に撮った焚見の乾板では，新星は14，4等級の星として見

られたが，二月16日迄に光度は1等級落ちて，三月末喪に17・0等級以下になり

大旨遠鏡で漸く撮影出詰る程度になった．

　乙女座星團の距離は七百萬光年である．仮りに此の距離要素を認めるとする

と，最大光輝には（14．0等級に近V・と推定される）NGC　4273にある超新星は

約2等級だけ光度が劣り，或は之が現はれた星系の全艦の明るさの6分の1で

あり，アンドロメ座超新星より約2等級劣る事が分る。

　超新星が我が銀河系に現はれる迄は，之らの見9i上微光星であるが，遠隔の

星系に減ては本來明るい天胆を研究する必要がある．此の理由の爲に分光器的

観測は大望遠鏡と小型の速度カメラを用ひる必要がある．赴新星のスペクトル

爲眞の最初の測定は1936年の二月に100吋反射境で行はれた．型は小さかった

が，此の星の大乱獲のガスは1秒聞に殆んど4，000P」に及ぶ込吏で外部に投射さ

れて居る欣態を充分に現はして措る．－樋新星で二二に親謬週された展闘の最大

速度は1秒間に1，000哩の割合である．之らの結果はバ1デ氏及びツヰキ1氏が

1934年に“爆獲する超新星の展開の割合は，最も明るい普通新星に於て観測さ
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れるものよりも一暦大であるべきだ”と暗示した豫言を讃櫨立てるものである・

ツヰキ1氏及びバ1デ氏は又“斯様な超新星の爆獲は充分に宇宙線の起原とな

るものだ”と提議して居る．

　NGC　4273の超新星は宇宙線が其庭に起原を有つとの考想を照合するには遠

距離に過ぎるが，ツヰキ1氏の計算に詣れば少くとも1億「電子ボルト」に等

しV・エネルギを三つ極めてエネルギのある分子は斯様な超新星の爆獲の間に放

射されるべきだと計算して居る．

　新星の爆焚の原因は全く不可知である．爆獲の原因となる刺戟が内部か外部

か何れに基くとも知られて居なV・が，刺戟は星の内部に起因するものと信ずる

襯測上の理由がある．充分なデイタが利用される場合には，将器前敏年に亘っ

て星光が（少量ではあるが）扇動する事が諜って居るし，其他に爆獲が1度以上

惹起した少くとも2個の新星の記録がある．斯く星は凡て新星の段階を経過す

るものと謂へる．ストレムベルグ氏は最近の論：文に於て遊星は新星の爆獲の結

果出來るとの可能性を暗示して居るし，叉新星の爆嚢を見る時に新しい遊星系

の誕生が實際観測されて居るのである，豪壮の原因が何であるにしても，攣化

が其の時に大規模に人智の伺ひ知れない速度で行はれて居る事は如意である．

恐らく今世紀も韓紅と呼ばれる他の星系に時折現はれると同様な新星を我が銀

河系にも出現する日を更に見る恵みが約されて居ると思ふ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一A．S．1｝．1，eaflet　88一　（佐登見鐸）

　　　　　　　　　　　天女雑誌の地位は？

　昭和14年版“雑誌年鑑”の一部をなす「一般雑誌目録」に採録した雑誌は総

数2600種で，その内層を御紹介すれば左の通りです．
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31　語　學　　　　　35
32　膳　史　　　　　28

33　風　俗　　　　　4
34　地　理　　　　　　5

35郷　土　　　　　37
36　人類・民族　　　　5

37　科　學　　　　　11
38　通俗科學　　　　　12

39　航　空　　　　　9
40博　物　　　　　20
41天女　　　　12
42物理・化學・藪學　11

43醤學　　　　196
41圖　書　　　　　50


